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新
潟
市
中
央
区
の
Ｊ
Ｒ
新
潟

駅
の
南
口
に
昨
秋
、
縦
２
㍍
・

横
４
㍍
の
看
板
が
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
看
板
に
は
、
西
区
の
福

祉
事
業
所
に
通
う
「
え
か
き
・

し
ゅ
ん
す
け
」
さ
ん
の
絵
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
は
小
さ

な
子
ど
も
ら
と
、
周
囲
の
花
畑

な
ど
を
細
や
か
に
描
い
た
作
品

で
、
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

看
板
は
、
障
が
い
者
へ
の
差

別
解
消
を
目
指
す
市
条
例
を
周

知
す
る
狙
い
で
、
３
月
末
ま
で

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
央
区
の
東
中
通
り
に
あ
る

新
潟
県
労
働
金
庫
本
店
営
業
部

の
ロ
ビ
ー
に
は
レ
ン
タ
ル
さ
れ

た
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
絵
４
枚

が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
優
し
い
絵
ば
か
り
。
絵
の

脇
で
行
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
自

然
と
温
か
い
雰
囲
気
に
な
り
ま

す
」
と
本
店
営
業
部
の
髙
橋
理

部
長
は
目
を
細
め
ま
す
。

　

ス
ー
パ
ー
原
信
南
万
代
店
も

店
内
の
壁
に
レ
ン
タ
ル
さ
れ
た

障
が
い
者
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
作
品
は
好
評
で

「
中
に
は
絵
が
欲
し
い
と
い
う

お
客
様
も
い
ま
し
た
」
と
、
中

野
史
朗
店
長
。

　

こ
の
ほ
か
、
建
物
外
壁
や
工

事
現
場
フ
ェ
ン
ス
、
喫
茶
店
な

ど
、
障
が
い
者
ア
ー
ト
は
県
内

各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。
ア
ー
ト

を
見
つ
け
に
、
ま
ち
を
巡
っ
て

み
る
の
も
楽
し
そ
う
で
す
。

　

色
使
い
や
構
図
、デ
ザ
イ
ン
、発
想
な
ど
の
斬
新
さ
、ユ
ニ
ー
ク
さ
が
魅
力
と
さ
れ
る「
障

が
い
者
ア
ー
ト
」
が
新
潟
の
ま
ち
を
彩
っ
て
い
ま
す
。
作
品
を
訪
ね
歩
く
一
方
、
制
作
活

動
に
力
を
入
れ
る
福
祉
事
業
所
を
訪
問
、
さ
ら
に
は
作
品
の
レ
ン
タ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
で
知
ら

れ
る
民
間
事
業
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

「
し
ゅ
ん
す
け
」
さ
ん
の
作
品
を
展
示
す
る
新
潟
駅
南
広
場
の
看
板
。

３
月
末
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
る

駅広場や銀行、 スーパー…
目引く温かみ、 斬新さ

新
潟
県
労
働
金
庫
本
店
営
業
部
ロ
ビ
ー

ス
ー
パ
ー
原
信
南
万
代
店

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
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新
潟
市
中
央
区
沼
垂
西
の
障

が
い
者
福
祉
事
業
所
「
さ
ん

ろ
ー
ど
」
は
絵
画
な
ど
ア
ー
ト

活
動
が
盛
ん
で
す
。
知
的
や
身

体
、
精
神
な
ど
に
障
害
の
あ
る

10
代
―
60
代
の
利
用
者
約
20
人

が
通
っ
て
来
ま
す
。

　
「
さ
ん
ろ
ー
ど
」
は
平
成
４

（
１
９
９
２
）
年
、
無
認
可
作

業
所
と
し
て
始
ま
り
、
平
成
27

年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
運
営
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
初
は
利
用
者
ら
が
気
軽
に

集
い
、
互
い
の
思
い
や
悩
み
を

相
談
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
が

目
的
で
し
た
。
し
か
し
利
用
者

の
中
に
は
精
神
的
に
落
ち
着
か

な
い
人
や
言
葉
で
の
意
思
疎
通

の
難
し
い
人
も
い
た
た
め
、
自

分
の
気
持
ち
を
表
現
す
る
手
段

と
し
て
ア
ー
ト
活
動
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
作
業
所
関
連
の
絵

画
展
で
入
賞
が
相
次
ぎ
、
職
員

ら
は
利
用
者
の
作
品
に
自
信
を

持
ち
始
め
ま
し
た
。
地
域
の
お

店
や
事
務
所
に
「
絵
を
飾
り
ま

せ
ん
か
？
」と
持
ち
掛
け
た
後
、

平
成
24
年
、
独
自
に
作
品
レ
ン

タ
ル
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
好
き
な
こ
と
、
得
意
な
こ

と
を
仕
事
に
結
び
付
け
ら
れ
た

ら
、と
の
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」

と
佐
藤
貴
彦
所
長
。

　
「
さ
ん
ろ
ー
ど
」
の
利
用
者

の
作
業
は
現
在
、
古
紙
な
ど
の

資
源
回
収
や
企
業
か
ら
の
受
注

作
業
に
加
え
、
ア
ー
ト
も
主
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

絵
の
指
導
者
な
ど
を
招
く
こ

と
な
く
、
自
由
に
、
思
い
の
ま

ま
に
ア
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
も

ら
っ
て
来
た
そ
う
で
す
。

　

佐
藤
所
長
は
語
り
ま
す
。「
障

が
い
者
ア
ー
ト
と
言
わ
れ
る
の

は
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
誰
が

描
こ
う
と
、
良
い
の
は
良
い
の

で
す
か
ら
」

　
「
さ
ん
ろ
ー
ど
」
は
絵
画
レ

ン
タ
ル
の
ほ
か
、
利
用
者
の
絵

を
モ
チ
ー
フ
に
Ｔ
シ
ャ
ツ
や

パ
ー
カ
ー
、
バ
ッ
グ
、
軍
手
な

ど
も
制
作
し
販
売
。
収
入
に
結

び
付
く
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

新
潟
市
中
央
区
で
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
業
を
営
む
肥
田
野
正

明
さ
ん
は
「
ま
ち
ご
と
美
術
館

ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
ｃ
ｏ
ｔ
ｏ
（
こ
と
こ

と
）」と
題
し
て
障
が
い
者
ア
ー

ト
の
レ
ン
タ
ル
事
業
を
展
開
。

県
内
を
中
心
と
し
た
家
や
作
品

を
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
通
じ
て

発
信
し
て
い
ま
す
。
肥
田
野
さ

ん
に
障
が
い
者
ア
ー
ト
の
魅
力

な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

　

―
障
が
い
者

ア
ー
ト
と
の
出

合
い
は
？

　
「
知
人
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
、

障
が
い
者
が
描
い
た
『
馬
頭
観

音
』
と
い
う
作
品
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
い
っ
ぺ
ん
に
気
に
入

り
、
す
ぐ
購
入
し
、
今
も
会
社

に
飾
っ
て
い
ま
す
」

　

―
そ
の
絵
の
魅
力
を
ど
う
感

じ
た
の
で
す
か
？

　
「
作
者
の
想
像
力
が
豊
か
な

の
で
し
ょ
う
、
色
使
い
も
図
柄

も
常
識
に
と
ら
わ
れ
な
い
。
何

よ
り
も
、
見
る
人
の
気
持
ち
を

ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
く
れ
る
」

　

―
レ
ン
タ
ル
事
業
を
始
め
た

経
緯
は
？

　
「
私
が
出
合
っ
た
よ
う
な
絵

を
ま
ち
に
飾
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
。
企
業
が
集
ま
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ

た
ら
、
約
60
社
の
う
ち
97
％
が

『
月
３
千
円
な
ら
借
り
た
い
』

と
答
え
た
の
で

す
。
こ
れ
な
ら

借
り
手
が
あ
る
だ
ろ
う
、
と
。

収
益
を
還
元
す
れ
ば
作
者
の
や

り
が
い
に
も
な
る
と
考
え
ま
し

た
。
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

に
レ
ン
タ
ル
事
業
『
ま
ち
ご
と

美
術
館
』
を
始
め
ま
し
た
」

　

―
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
場
所
で

飾
ら
れ
て
き
ま
し
た
か
？

　
「
新
潟
市
役
所
や
ス
ー
パ
ー
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
、
す
し
屋
、

銀
行
、
建
設
会
社
、
幼
稚
園
な

ど
の
ほ
か
、
バ
ス
乗
り
場
や
工

事
現
場
な
ど
で
す
。
甘
酒
の
ラ

ベ
ル
や
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
に
も

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
」

　

―
ア
ー
ト
に
触
れ
合
う
機
会

が
増
え
て
い
ま
す
ね
。

　
「
障
が
い
者
ア
ー
ト
が
ま
ち

を
彩
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
者

の
収
入
に
も
反
映
で
き
た
ら
、

う
れ
し
い
で
す
ね
」

ア
ー
ト
、 

作
業
の
主
力
に

独
自
に
作
品
を
貸
し
出
し

作
品
レ
ン
タ
ル
を
事
業
化

新
潟
市
の
Ｂ
型「
さ
ん
ろ
ー
ど
」

肥
田
野
さ
ん 

（
新
潟
市
）　
「
ま
ち
ご
と
美
術
館
」運
営

アート活動をする「さんろーど」の利用者ら



　

4

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
チ
ャ
ー
ト
図

後
見
事
務
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
が
全
国
で

進
め
ら
れ
る
中
、
厚
生
労
働
省

よ
り
昨
年
10
月
、「
意
思
決
定

支
援
を
踏
ま
え
た
後
見
事
務
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
以
下
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
の
「
後
見
」
の
在

り
方
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
も

た
ら
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
平
成
29

年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
成
年

後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計

画
」
を
受
け
て
専
門
家
会
議
が

議
論
し
、
そ
の
後
、
最
高
裁
判

所
や
厚
労
省
、
専
門
職
団
体
な

ど
が
意
見
交
換
を
重
ね
て
策
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は「
後

見
人
等
の
事
務
」
に
対
す
る
全

国
一
律
の
基
準
で
は
な
く
、
後

見
人
等
が
「
意
思
決
定
支
援
の

勘
所
」
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ

う
に
、
考
え
方
を
ま
と
め
た
も

の
で
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
最
も
注
目

さ
れ
る
の
は
意
思
決
定
支
援
の

「
プ
ロ
セ
ス
」
が
示
さ
れ
た
点

で
す
（
チ
ャ
ー
ト
図
参
照
）。

　

代
行
決
定

は
、
意
思
決
定

支
援
を
尽
く
し

た
後
で
も
本
人

の
意
思
決
定
が

困
難
な
場
合
な

ど
に
行
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
に
至

る
ま
で
に
は
、

本
人
の
意
思
決

定
に
必
要
な
情

報
提
供
を
は
じ

め
、
本
人
の
意

思
や
考
え
を
十

分
に
引
き
出
す

こ
と
な
ど
、
本

人
が
「
自
分
で

決
め
る
」
こ
と

へ
の
意
思
決
定

支
援
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
対
象
は
、

専
門
職
後
見
人
だ
け
で
は
な

く
、
親
族
後
見
人
や
市
民
後
見

人
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
後
見

人
や
保
佐
人
、補
助
人
（
以
下
、

後
見
人
等
）
も
広
く
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
見
人
等
に
求
め
ら

れ
る
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
を
示
し

て
い
る
た
め
、
中
核
機
関
や
市

町
村
の
職
員
に
と
っ
て
も
業
務

の
参
考
と
な
る
も
の
で
す
。
例

え
ば
、
施
設
入
所
な
ど
、
本
人

の
住
む
場
所
を
決
め
る
場
合

や
、
自
宅
や
高
額
の
資
産
を
売

却
す
る
場
合
な
ど
、
本
人
に

と
っ
て
重
大
な
契
約
の
場
合
、

大
い
に
参
考
に
な
る
で
し
ょ

う
。

　

そ
の
ほ
か
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
後
見
人
等
の
支
援
者
が
意

思
決
定
支
援
を
適
切
に
行
っ
て

い
る
か
ど
う
か
の
確
認
も
求
め

て
い
ま
す
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
参
考
に
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
意
思
決
定

支
援
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
が

深
ま
る
と
と
も
に
、
本
人
や
支

援
者
ら
の
状
況
や
各
地
の
実
情

な
ど
に
応
じ
た
後
見
事
務
の
普

及
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

厚
労
省

意思決定
支援の勘所示す
共通理解 深まり期待
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「
魚
沼
市
に
お
け
る
身
寄
り

の
な
い
人
へ
の
支
援
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
「
在
宅
時

に
起
こ
る
問
題
」
と
「
入
院
・

入
所
か
ら
退
院
・
退
所
ま
で
に

起
こ
る
問
題
」
に
大
別
。

　
「
在
宅
時
に
起
こ
る
問
題
」

で
は「
緊
急
搬
送
時
の
連
絡
先
」

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
等

の
同
意
」「
金
銭
管
理
」
な
ど

６
項
目
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

を
」「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
の
利
用
検
討
を
」
な
ど
と
記

し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
入
院
・
入
所
か
ら

退
院
・
退
所
ま
で
に
起
こ
る
問

題
」
で
は
「
入
院
費
及
び
施
設

利
用
料
の
支
払
い
」「
日
用
品

等
の
準
備
・
購
入
」「
亡
く
な
っ

た
際
の
遺
体
引
き
取
り
」
な
ど

７
項
目
に
分
類
。「
本
人
の
判

断
能
力
が
十
分
な
場
合
」
な
ど

は
「
ま
ず
わ
か
り
や
す
く
説
明

を
」
と
し
、「
不
十
分
で
成
年

後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い

場
合
」
な
ど
に
つ
い
て
は
「
ま

ず
十
分
に
説
明
し
、
判
断
能
力

不
十
分
な
ら
ば
カ
ル
テ
に
記
載

を
」
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

魚
沼
市
が
主
催
、
魚
沼
市
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
管
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
身
寄
り
の
な

い
人
へ
の
支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
広
く
知
っ
て
活
用
し
て

も
ら
う
の
が
狙
い
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
に
配
慮
し
、
小
出
の
会
場

で
対
面
方
式
と
し
た
一
方
、
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
で
も
参
加
を
募

り
ま
し
た
。
県
内
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
相
談
支
援
専
門
員
、

入
所
施
設
の
相
談
員
、
行
政
や

社
協
の
職
員
な
ど
、
会
場
に
約

30
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
は

約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

身
寄
り
が
な
い
と
「
医
療
同

意
」
や
「
身
元
引
受
」
な
ど
の

決
定
に
手
間
取
り
、
迅
速
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

身
寄
り
が
な
く
て
も
ス
ム
ー
ズ

に
医
療
や
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
「
地
域

共
通
の
ル
ー
ル
」
を
示
し
た
の

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
つ
な
が
る
鹿
児
島
」
の

芝
田
淳
理
事
長
が
「
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
て
」
と
題

し
て
基
調
講
演
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
に
携

わ
っ
た
魚
沼
市
立
小
出
病
院
の

布
施
克
也
院
長
、
片
沼
・
橋
本

法
律
事
務
所
の
片
沼
貴
志
弁
護

士
、
身
寄
り
な
し
問
題
研
究
所

の
須
貝
秀
昭
代
表
が
登
壇
し
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
「
県
内
で
初
め
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
『
作
っ
て

終
わ
り
』に
し
て
は
な
ら
な
い
」

「
啓
発
を
進
め
て
、
魚
沼
市
全

体
で
盛
り
上
げ
よ
う
」
な
ど
と

確
認
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

作って終わりにせぬ　　　　　　  
登壇者ら発言 

啓発進め盛り上げを

市
社
協

主
　
管  

周
知
活
用
へ 

フ
ォ
ー
ラ
ム

　

身
寄
り
の
な
い
人
へ
の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
令
和
２
年
11
月
、
魚
沼
市
が
県
内

で
い
ち
早
く
定
め
ま
し
た
。「
魚
沼
市
に
お
け

る
身
寄
り
の
な
い
人
へ
の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
策
定
を
受
け
12
月
14
日
、
権
利
擁

護
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
身
寄
り
の
な
い
人
の
権

利
擁
護
支
援
を
考
え
る
」
が
同
市
で
開
か
れ
ま

し
た
＝
写
真
＝
。

魚
沼
市
策
定

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
概
要

「身寄りない人」支援

魚
沼
市
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

魚
沼
市
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン  

県
内
初
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951-8063 
1010 9  

TEL 025-201-6502 FAX 025-201-6519 
URL http://kenkyosai.jp 

 

 

　新潟県社会福祉協議会では新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業等により収入の減少があり、緊急
かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯へ、市区町村社会福祉協議会等を窓口に「緊急小口資金等
特例貸付」を実施しています。この緊急小口資金等特例貸付の受付期間が、令和３年３月末まで延長されました。
　新潟県内の申請状況は令和３年１月20日現在で5,877件、金額で1,111,843千円（内訳：緊急小口資金5,036
件、735,510千円、総合支援資金841件、376,333千円）となっております。
　今後も新型コロナウイルス感染症は県民の皆様の生活に大きな影響を与えることが予想されることから、
生活上のお困りごとを含め、貸付を希望される方は、お住まいの市区町村社会福祉協議会へご相談ください。

緊急小口資金等特例貸付
令和３年３月末まで受付期間延長

特例貸付 【緊急小口資金】
（一時的な資金が必要な方）

【総合支援資金（生活支援費）】
（生活の立て直しが必要な方）

貸付対象者
新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休
業等により収入の減少があり、緊急かつ一時
的な生計維持のための貸付を必要とする世帯

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
収入の減少や失業等により生活に困窮し、
日常生活の維持が困難となっている世帯

貸付上限 10万円以内
（学校等の休業等、個人事業主等の特例20万円以内）

（２人以上）月20万円以内
（単身）月15万円以内
貸付期間：原則３カ月以内

据置期間

１年以内
※ 令和４年３月末以前に償還時期が到来す
る予定の貸付に関しては、令和４年３月
末まで延長。

１年以内
※ 令和４年３月末以前に償還時期が到来す
る予定の貸付に関しては、令和４年３月
末まで延長。

償還期限 ２年以内 10年以内
貸付利子 無利子 無利子
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賠
償
事
故
に
対
応

園
児
の
傷
害
事
故
に
対
応
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　本会の活動の趣旨にご賛同いただき、多くの皆様から会費をお寄せいただきました。
　本会が取り組んでおります地域福祉向上のための広報、啓発事業などさまざまな事業に活用
させていただきました。今後とも、ご理解とご支援・ご協力をお願い申し上げます。

令和２年度　新潟県社会福祉協議会　賛助会員令和２年度　新潟県社会福祉協議会　賛助会員
ご支援・ご協力ありがとうございました。ご支援・ご協力ありがとうございました。

【企業・団体等】（敬称略）
株式会社新潟日報社
株式会社新潟放送
株式会社ＮＳＴ新潟総合テレビ
株式会社テレビ新潟放送網
株式会社新潟テレビ21
株式会社エフエムラジオ新潟
株式会社第四北越銀行
株式会社大光銀行
新潟県信用農業協同組合連合会
新潟縣信用組合
新潟信用金庫
三条信用金庫
新潟県労働金庫
株式会社新潟日報サービスネット
株式会社新潟日報事業社
東北電力株式会社新潟支店
セコム上信越株式会社
新潟綜合警備保障株式会社
北陸ガス株式会社
亀田製菓株式会社
岩塚製菓株式会社
中越運送株式会社
株式会社新潟グランドホテル
株式会社コロナ
株式会社本間組
株式会社植木組
新潟冷蔵株式会社
株式会社福田組
アクシアル リテイリング株式会社
株式会社ブルボン
株式会社BSNアイネット

【企業・団体等】（敬称略）
株式会社電通東日本新潟支社
ホリカフーズ株式会社
株式会社新潟博報堂
株式会社ホテル新潟
株式会社アークベル
第一建設工業株式会社
公益財団法人新潟県女性財団
社会福祉法人恩賜財団済生会支部新潟県済生会
新潟日報会
一般社団法人新潟縣健康管理協会
一般社団法人生命保険協会　新潟県協会
高田西城病院
新潟県行政書士会
新潟県火災共済協同組合
学校法人新潟総合学園
学校法人新潟平成学院
学校法人新潟青陵学園
学校法人加茂暁星学園
学校法人敬和学園
学校法人新潟科学技術学園
公立学校法人新潟県立看護大学
株式会社新宣
株式会社たかだ
株式会社新潟クボタ
旭ビル管理株式会社
塩沢信用組合
学校法人国際総合学園
株式会社ウオロク
上越ケーブルビジョン株式会社
新潟観光開発株式会社

◇お問い合わせ・お申し込みは
　社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
　〒950-8575　新潟市中央区上所２丁目２番２号　新潟ユニゾンプラザ３階
　　電話　025（281）5520　　　Fax　025（281）5528
　　ホームページ　http://www.fukushiniigata.or.jp/

※企業・団体の賛助会員のみ掲載。

令和３年度 令和３年度 賛助会員賛助会員をを募集しています募集しています
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喫
茶
店
で
本
を
読
ん
で
い
る

と
、
隣
の
席
に
親
子
連
れ
が
や
っ
て

来
ま
し
た
。

　

男
の
子
で
３
、４
歳
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
、
そ
の
子
は
す
こ
し
興
奮

気
味
で
、
店
内
や
机
上
に
あ
る
見

慣
れ
な
い
も
の
に
興
味
津
々
で
す
。

い
ろ
い
ろ
見
回
し
た
り
、
触
っ
て
み

た
り
。
店
内
が
ほ
ど
よ
く
反
響
す

る
も
の
だ
か
ら
、
お
も
し
ろ
く
な
っ

た
の
か
、
つ
い
大
き
な
声
を
出
し
て

み
た
り
。
そ
ん
な
時
、
傍
ら
に
い
た

お
母
さ
ん
が
掛
け
た
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。

　
「
こ
こ
で
は
、
優
し
い
声
で
お
話

し
よ
う
ね
」

　

私
だ
っ
た
ら
思
わ
ず
「
う
る
さ
い

か
ら
静
か
に
し
て
」
な
ど
と
言
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
す
。
言
っ
て
い
る
意

味
は
同
じ
な
の
に
、
言
い
方
が
変
わ

る
と
ま
る
で
別
の
言
葉
の
よ
う
。
伝

わ
り
や
す
く
、
よ
り
受
け
入
れ
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

以
前
、
保
育
所
に
お
邪
魔
し
た

際
に
、
先
生
が
声
の
大
き
さ
を
動

物
に
例
え
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
大
き
な
声
は
「
ゾ
ウ
の

声
」、
小
さ
な
声
は
「
ア
リ
の
声
」

と
い
っ
た
風
で
す
。

　

特
別
支
援
教
育
や
障
害
者
支
援

な
ど
で
も
、
程
度
を
伝
え
る
こ
と
が

難
し
い
場
合
、
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い

も
の
に
置
き
換
え
て
理
解
を
促
す

手
法
が
あ
り
ま
す
。

　

単
に
制
止
し
た
り
命
令
し
た
り

す
る
の
で
は
な
く
、
何
を
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
が
具
体
的
に
分
か
る
言

葉
掛
け
は
、
私
た
ち
の
日
頃
の
や

り
取
り
の
中
で
も

意
識
し
た
い
も
の

で
す
。「
こ
の
言
い

方
っ
て
い
い
な
」

と
思
え
る
言
葉
を

私
も
集
め
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

（
実
央
）

言い方  もっとすてきに

伝
わ
る
言
葉
、

伝
え
る
気
持
ち

Vol.50

社会福祉法人　新潟県社会福祉協議会　新潟県福祉人材センター
〒950-8575 新潟市中央区上所２-２-２　新潟ユニゾンプラザ３階
TEL  025-281-5523　 FAX  025-282-0548　 Mail  ni.jinzaicenter@fukushiniigata.or.jp
HP  http://www.fukushiniigata.or.jp/job/jinzaic/

福祉人材無料職業紹介事業
　県内３カ所の相談窓口で、福祉施設等へ就職を希望する方の相談や、求職登録を行い、福祉事業所の求人に応じて福祉職場を紹介
します。長岡・上越での相談予約は下記電話番号までお電話ください。
　お住まいの地域での相談も承ります。まずはお気軽にお問い合わせください。

【相談談窓口口】

新　　潟
場 　 　 所

新潟ユニゾンプラザ３階
〒 950-8575　
新潟市中央区上所 2-2-2

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

９:00 ～ 17:00

予約
不要

長　　岡
場 　 　 所

長岡市社会福祉センタートモシア２階
〒 940-0071　
長岡市表町 2-2-21

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

10:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間

９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

上　　越
場 　 　 所

上越総合福祉センター２階
〒 943-0806　
上越市木田新田 1-1-3

相 談 日

月曜日～金曜日
（土・日、祝日、年末・年始は除く）

相 談 時 間

11:00 ～ 16:00

要
予約

予約受付時間

９:00 ～ 17:00
（土・日、祝日、年末・年始は除く）
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県
共
同
募
金
会
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
日
常
生
活
に
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
と
家
族
を
緊

急
的
に
支
援
す
る
活
動
を
行
う

福
祉
関
係
団
体
に
対
し
、
赤
い

羽
根
「
子
ど
も
と
家
族
の
緊
急

支
援
」
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
令
和
２
年
度
第
３
回
の
助

成
対
象
が
こ
の
ほ
ど
、
県
内
18

団
体
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
助
成
対
象
事
業
は
、
子

ど
も
や
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
お

弁
当
の
配
食
や
子
ど
も
の
学
習

支
援
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
食

料
支
援
な
ど
で
す
。

　

１
市
町
村
だ
け
で
事
業
を
実

施
す
る
団
体
に
は
30
万
円
を
、

複
数
市
町
村
で
事
業
実
施
す
る

団
体
に
は
60
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

上
限
に
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
対
象
に
決
ま
っ
た
団
体

は
一
覧
表
の
通
り
で
す
。

　

第
２
回
「
子
ど
も
と
家
族
の

緊
急
支
援
」
は
令
和
２
年
７
月

か
ら
９
月
末
ま
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
助
成
を
受
け
た
団
体
か

ら
届
い
た
「
あ
り
が
と
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

母
と
子
の
生
命
を
つ
な
ぐ

オ
ー
バ
ー
ジ
ー
ン（
新
潟
市
東
区
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
苦
境
に
置
か

れ
て
い
る
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
に
安
心
で
き
る
居
場

所
と
食
事
を
提
供
し
た
い
と
思

い
活
動
し
ま
し
た
。
活
動
が
継

続
で
き
る
の
は
ご
支
援
の
お
か

げ
で
す
。

　

新
潟
市
母
子
福
祉
連
合
会

（
新
潟
市
中
央
区
）

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
困
窮
に
拍

車
が
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
、

助
成
を
受
け
て
初
め
て
お
弁
当

配
食
支
援
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
ひ
と
り
親
家
庭
が
孤
立
し

な
い
よ
う
、
現
状
を
把
握
し
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
子
ど
も
み
ら
い
食
堂（
長
岡
市
）

　

皆
様
か
ら
の
寄
付
を
い
た
だ

き
、
安
心
安
全
な
お
弁
当
を
よ

り
多
く
の
方
々
に
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学

習
に
遅
れ
を
感
じ
、
困
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
へ
の
学
習
支
援

や
、
悩
み
を
抱
え
る
保
護
者
と

の
話
し
合
い
な
ど
の
支
援
も
で

き
ま
し
た
。

子
ど
も
と
家
族
の
緊
急
支
援

第
３
回
は
18
団
体
に
決
定

赤い羽根「子どもと家族の緊急支援」
第３回　助成対象団体一覧表

団体名 助成額
（単位：千円）

オーバージーン 300
にいがたお米プロジェクト 300
フードバンクにいがた 600
一般財団法人　新潟市母子福祉連合会 300
ユメアル実行委員会 40
子どもみらい食堂 300
黒条みんなの食堂 28
寺泊みんな食堂 15
新潟県フードバンク連絡協議会 600
NPOさんじょう 600
フードバンクしばた 600
フードバンクみつけ 225
五泉市社会福祉協議会 300
阿賀野市社会福祉協議会 276
フードバンクさど 270
若者を応援する地域ネットワークの会
「ぶーば・にーば」 100

南魚沼市社会福祉協議会 200
茶めえ・夜なべの会 270

合　計 5,324

助
成
受
け
た
３
団
体

あ
り
が
と
う

メ
ッ
セ
ー
ジ

母と子の生命をつなぐオーバージーンの
食事提供活動

新潟市母子福祉連合会の弁当配食支援

子どもみらい食堂の弁当提供
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
県
内
12
の
福
祉
団
体
の
代
表

が
12
月
24
日
、
県
庁
に
花
角
英

世
知
事
を
訪
ね
、
令
和
３
年
度

県
予
算
案
に
対
し
12
項
目
に
わ

た
る
共
同
要
望
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
共
同
要
望
は
今
回
で
８

回
目
で
す
。（
要
望
項
目
と
、
12

団
体
名
は
「
知
事
へ
の
重
点
要

望
」
欄
を
参
照
）

　

こ
の
日
は
、
県
社
協
の
竹
内

希
六
会
長
が
代
表
し
て
知
事
に

要
望
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
団
体
の
代
表
が

そ
れ
ぞ
れ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
応
」「
障
害
者
授
産
施

設
製
品
の
販
売
促
進
に
向
け
た

財
政
支
援
」「
障
害
福
祉
事
業

所
へ
の
県
か
ら
の
委
託
業
務
量

の
拡
大
」「
介
護
職
員
の
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
」
な
ど
の
要

望
を
知
事
に
訴
え
ま
し
た
。

　

各
団
体
の
要
望
を
聞
き
終
え

た
知
事
は
「
厳
し
い
財
政
事
情

で
は
あ
る
が
、
要
望
を
少
し
で 

も
前
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
各

部
局
と
考
え
て
い
き
た
い
」
と

応
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
竹
内
県
社
協

会
長
が
「
厳
し
い
財
政
事
情
で

あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
が
ら

も
、
福
祉
に
配
慮
し
た
予
算
編

成
を
お
願
い
し
た
い
」
と
、
重

ね
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
12
団
体
は
松
本
晴

樹
県
福
祉
保
健
部
長
に
も
予
算

案
編
成
へ
の
14
項
目
の
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

各
課
長
も
並
ぶ
中
で
、
各
代

表
が
実
情
に
基
づ
く
切
実
な
要

望
で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
ぞ
れ
訴

え
ま
し
た
。

◇安心して生活できるサービスの確保
①新型コロナウイルスへの対応

（新潟県老人福祉施設協議会）
② 新潟県地域福祉基金運用益活用事業の廃止に伴
う代替事業の創設　（新潟県手をつなぐ育成会）
③ 精神障害者保健福祉手帳２、３級まで県の医療費
助成の対象に （新潟県精神障害者家族会連合会）
④ ひとり親家庭等就業・自立支援センター事業は現
行委託費の確保を （新潟県母子寡婦福祉連合会）
⑤ 包括的な相談支援体制の構築・維持に向けた市
区町村への社会福祉士の配置促進を

（新潟県社会福祉士会）
⑥ 介護保険運用上の市町村格差が生じないよう、
県が市町村への指導、助言を

（新潟県介護支援専門員協会）

◇地域に根差した活動への支援
① 障害者授産施設製品の販売促進に向けた財政的
支援を　　　　　　　（新潟県社会福祉協議会）

② 民生委員・児童委員活動費及び民生委員協議会
活動負担金について国の地方交付税交付金の算
定額に見合う額へ増額を

（新潟県民生委員児童委員協議会）
③ 意欲ある高齢者が地域の担い手として活躍でき
る体制づくりを　　（新潟県老人クラブ連合会）
④ 障害のある人のスポーツ活動を組織的・継続的に支
援する体制強化を （新潟県身体障害者団体連合会）

⑤障害福祉事業所への県からの委託業務の増大を
（新潟県社会就労センター連絡協議会）

◇人材の確保と雇用
① 介護職員のキャリアアップ支援と就労促進の取
り組みを　　　　　　　（新潟県介護福祉士会）

花角知事㊨に要望書を手渡す竹内県社協会長

松本健福祉保健部長㊨への共同要望

新年度予算に対する、
福祉 12団体による県知事への共同要望

新年度県予算 知事への重点要望

新年度予算

12
団
体
が
知
事
に
要
望
書

福
祉
に
配
慮
し
編
成
を

福
祉
に
配
慮
し
編
成
を



　

福
祉
相
談
に
携
わ
る
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｗ
）
と

名
称
は
似
て
い
ま
す
が
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）
は
、
不
登
校
な
ど

と
な
っ
た
児
童
生
徒
を
取
り
巻

く
環
境
に
働
き
か
け
て
解
決
を

目
指
し
ま
す
。
県
立
高
校
を
所

管
す
る
県
教
育
庁
生
徒
指
導
課

に
は
４
人
の
Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
在
籍
。

県
立
高
校
生
徒
の
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
不
登
校
を
含
め
、
家
庭
不

和
、
い
じ
め
、
精
神
の
健
康
問

題
な
ど
に
よ
り
、
例
え
ば
学
校

に
通
え
な
く
な
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
た
生
徒
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し

た
生
徒
た
ち
が
本
来
の
学
校
生

活
を
取
り
戻
す
た
め
の
支
援

を
、
私
た
ち
は
し
て
い
ま
す
」

　

ど
の
よ
う
な
流
れ
で
Ｓ
Ｓ
Ｗ

が
出
向
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
基
本
的
に
は
学
校
の
先
生

が
問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。
対

応
の
難
し
い
ケ
ー
ス
な
ど
、
生

徒
指
導
課
に
連
絡
が
あ
っ
た
場

合
、
私
た
ち
が
専
門
家
と
し
て

県
内
各
地
に
出
向
き
ま
す
」

　

ま
ず
学
校
側
と
話
し
合
っ
た

後
、
本
人
や
家
族
に
面
談
。
必

要
に
応
じ
て
医
療
機
関
の
受
診

に
も
同
行
し
ま
す
。

　

そ
の
生
徒
が
学
校
生
活
を
送

れ
な
く
な
っ
た
理
由
は
何
か

―
。
成
長
期
、
思
春
期
の
生
徒

か
ら
心
を
開
い
て
も
ら
う
こ
と

が
ま
ず
大
切
で
し
ょ
う
。

　
「
Ｓ
Ｗ
と
い
う
よ
り
一
人
の

人
間
と
し
て
向
き
合
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
、
生
徒
の
良
い
部

分
、
頑
張
っ
て
き
た
所
を
ま
ず

評
価
す
る
こ
と
。
そ
の
上
で
問

題
解
決
へ
何
が
で
き
る
か
、
何

が
必
要
か
、
生
徒
と
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
」

　

中
に
は
心
を
閉
ざ
し
た
ま
ま

の
生
徒
も
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
場
合
「
今
は
話
さ
な
く
て
も

い
い
よ
、
と
。
そ
の
ま
ま
を
受

け
止
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切

で
す
」。
一
方
、
一
度
の
面
談

で
解
決
の
道
筋
を
見
つ
け
出
す

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

時
間
を
要
し
て
も
、
解
決
に

つ
な
が
る
こ
と
は
う
れ
し
い
。

　
「
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い

る
生
徒
が
解
決
の
道
を
見
つ
け

た
時
の
表
情
は
、
明
か
り
が
差

し
た
よ
う
に
見
え
ま
す
」

　

面
談
し
た
生

徒
か
ら
そ
の
後
、

メ
ー
ル
が
届
い

た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。「
私

に
対
し
『
元
気
で
や
っ
て
い
る

か
？
』
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
」

　

一
番
の
目
標
は
「
私
た
ち
の

仕
事
が
必
要
な
く
な
る
こ
と
。

そ
う
い
う
社
会
に
な
れ
た
ら
」。

　

大
学
の
福
祉
心
理
学
科
で
学

び
、
精
神
科
医
療
機
関
で
長
ら

く
Ｓ
Ｗ
を
務
め
た
後
、
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
か
ら
現
職
。

　

１
月
の
県
内
は
大
雪
に
見

舞
わ
れ
た
。
下
越
平
野
部
で

も
連
日
、
除
雪
に
精
を
出
す

こ
と
も
あ
っ
た
。
上
・
中
越

の
豪
雪
地
に
住
む
方
々
の
ご

苦
労
は
、
い
か
ば
か
り
だ
っ

た
か
。

　

40
年
ほ
ど
前
、
転
勤
で
暮

ら
し
た
十
日
町
市
で
56
豪
雪

を
経
験
し
た
。
市
役
所
が「
戦

後
最
大
の
豪
雪
。
力
を
合

わ
せ
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
」

と
新
聞
チ
ラ
シ
で
全
市
民
に

呼
び
掛
け
た
。
１
週
間
降
り

続
い
た
大
雪
に
恐
怖
を
感
じ

た
。
当
時
の
市
長
は
言
っ
た
。

「
雪
は
災
害
だ
」と
。
共
感
で

き
た
。

　

春
に
な
れ
ば
消
え
て
し
ま

う
の
が
雪
だ
。
そ
れ
が
毎
年

の
よ
う
に
災
害
や
事
故
を
引

き
起
こ
し
、
尊
い
命
を
奪
い

去
っ
て
し
ま
う
。
科
学
技
術

が
ど
れ
ほ
ど
進
化
し
よ
う
と

も
、
自
然
の
力
に
は
あ
ら
が

え
な
い
の
か
。

　
「
冬
来
た
り
な
ば
春
遠
か

ら
じ
」も
ま
た
、
自
然
の
こ

と
わ
り
だ
。
桜
咲
く
春
は
も

う
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

 

（
佐
）

編
集
後
記

生
徒
の
問
題
解
決
を
支
援

「新潟県いじめ対策ポータル」の「新潟県いじめ対策ポータル」の
トップページトップページ

福 祉 の 現 場
No.50

― 福祉の現場で働く人たちに 
仕事への思いを語ってもらいました―

新
潟
県
教
育
庁
生
徒
指
導
課

高
等
学
校
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

五い

十か

嵐ら
し

　
礼れ

い 
さ
ん

（
精
神
保
健
福
祉
士
・

社
会
福
祉
士
）

〒950-8570
新潟市中央区新光町４－１
県教育庁生徒指導課
直通電話　 025-280-5640
新潟県いじめ対策ポータル　ＵＲＬ
https://www.ijimetaisaku.pref.niigata.lg.jp/
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